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①デスクトップの「住宅システム」アイコンを

ダブルクリックします。 

住宅システムメニューが起動します。 

 

画面下の「インフォメーションBOX」は、 

インターネット接続時に、当社からの 

最新情報メッセージを確認頂けるもので

す。 

②営業見積ＥＸアイコンを押すと「営業見積

ＥＸメニュー」が起動します。 

 

 

③「新規作成」を押してメニュー画面を起動

します。 

営業見積ＥＸ 導入手順マニュアル 

提案仕様書編「内外装・器具建具」 

営業見積ＥＸで見積書を作成するために覚えておきたい提案仕様書「内外装・器具建具」 

を解説しています。 

 

住宅システムメニュー画面 → 営業見積ＥＸ起動 

 
１

 
2

 
3



2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材連動の変更方法(内外装) 

①「プラン連動積算」を選択します。 

②「見積フォーム」を選択して基準となる見積

りフォームを選択します。 

③今回は「(NO4)木造在来新築(部材連動

用)」を選択します。 

 

①「プランデータ」を選択します。 

②今回は「トレーニングマニュアルプラン」を

選択します。 

③「見積作成」をクリックすると見積書の作

成が開始されます。 
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「工事内訳」画面が表示されます。 

①「ナビタッチ」アイコンを選択します。 

「ナビタッチ」画面より、②「内訳明細」、③「詳細表示」を選択します。 
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「内訳明細」画面が表示されます。 

①「ナビタッチ」画面より、「 ▶ 」アイコンを選択します。 

②「外装工事」画面を表示します。 
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「外装工事」内訳明細画面より、今回は「No.1外壁タイプ(タイプ1)」の部材を変更します。 

「No.1外壁タイプ(タイプ1) サイディングE」 ： 原単価 3,280円  売単価 4,100円 

①「工事内訳」を選択します。 
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工事内訳画面より、「内外装」を選択します。 

 

「外装部材」画面より、「外壁(タイプ1)」の画像部分を選択します。 
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「部材マスタ」画面より、今回は「サイディングJ ￥4,300/㎡」の画像部分を選択します。 

 

「部材の置き換え方法について」画面より、今回は「部材マスタの内容をそのまま登録する」を選択しま

す。「OK」を選択します。 
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外壁(タイプ１)が選択しました 

「サイディングJ」へ変更されました。 

「見積書」を選択します。 

 

「外内装・器具家具の部材設定変更に

よる見積書の自動更新確認」画面よ

り、今回は「はい(Y)」を選択します。 

 

「外装工事」内訳明細画面より、「No.1外壁タイプ(タイプ1)」を確認します。 

「No.1外壁タイプ(タイプ1) サイディングJ」 ： 原単価 3,440円  

 売単価 4,300円 へ変更されたことを確認します。 
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ヒント！ 

部材連動のカテゴリーは、「内外装」では３項目(外装部材、内装部材、外構部材)、 

「器具建具」では5項目(外部建具、内部建具、器具家具、照明器具、カーテン)の提案資料作成が可能です。 
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部材連動の変更方法(器具建具) 

「内訳明細」画面より、「外部建具工事」の内訳明細を開きます。 

今回は「(1階)弓形出窓」の建具を変更します。 

「弓形出窓 16511」 ： 本体  売単価 210,400円 

①「工事内訳」を選択します。 

 

②メインツールバーより「器具建具」を選択します。 
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ヒント！ 

見積書の内訳明細「積算方法」に表示 

される赤色欄は部材連動項目です。 

「内外装」、「器具建具」より仕様の 

選択を行います。 

部材マスタよりメーカー建材の画像・ 

部材情報の登録が可能です。 

※P13 「部材マスタの登録」をご参照ください。 
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①「器具建具」画面より、「No.4弓形出窓」の 

画像部分を選択します。 

 

「部材マスタ」一覧画面より、今回は「台形出窓4枚 25611 ￥184,720/セット」へ変更を行ってみます。 

②部材情報部分を選択します。 
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①「部材情報」画面より、今回は「No.3台形出窓4枚 25613 」の「サイズ選択」にチェックを入れます。 

売価 ：「本体 177,280円」 、 「網戸 11,040円」、 「合計 188,320円」を確認します。 

②「設定」をクリックします。 

「部材の置き換え方法について」画面より、今回は「部材マスタの内容をそのまま登録する」を選択しま

す。「OK」を選択します。 
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弓形出窓が選択しました「台形出窓4枚 25613 \188,320/セット」へ変更されました。 

※価格（\188,320/セット)は本体（177,280円）、網戸（11,040円）の売価合計金額です。 

 

①「見積書」を選択します。 

「内訳明細」画面より、「外部建具工事」の内訳明細を開きます。 

「(1階)弓形出窓」の仕様が「台形出窓4枚 25613」、本体売単価「177,280円」へ変更されたことを確認し

ます。 
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外建具の金額を本体と網戸と合わせた表示が可能です。 

 

 

①「部材連動設定」を選択 

します。 

 

 

②「連動部材、設備工事選択」画面より、 

外部建具網戸を「本体に含める」にチェック

します。「終了」をクリックします。 

 

③「部材連動情報の更新」画面より、「はい」

をクリックします。 

 

 

④「(1階)弓形出窓」の仕様が「台形出窓4枚 25613(網戸付)」、本体売単価「188,320円」へ変更されたこ

とを確認します。 
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部材マスタの登録 

メーカーの建材画像データの取り込み、部材情報の入力を行いマスタデータとして登録が可能です。 

③工事内訳画面より、「内外装」を選択します。 

 

④「外装部材」画面より、「外壁(タイプ1)」

の画像部分を選択します。 

 

①メーカーホームページより建材画像を右クリック 

します。 

②「名前を付けて画像保存」よりデータをデスクトップに保

存します。 

※ファイル形式は「jpg」または「bmp」形式で保存します。 
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①「部材マスタ」画面より、「▼」をクリックし

て次ページを表示します。 

②「部材登録」を選択します。 

③赤枠が表示されますのでNo.11空欄部

分を選択します。 

 

④「画像フォルダ」より先程デスクトップへ

保存したメーカー建材画像ファイルを選択

します。 

⑤「登録」を選択します。 

ヒント！ 

⑥アーキマスタ製品をお持ちの場合、 

「AMデータ」よりアーキマスタ素材・部品の

登録が可能です。 
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「No.11欄へ画像が取り込まれたのを確認します。 

次に部材情報の入力を行います。 

①No.11部材情報欄をクリックします。 

②「原価を表示する」にチェックを入

れます。 

③ホームページのメーカーの建材

情報を確認しながら、「メーカー

名」、「部材型式」、「定価」、「寸法」

情報を入力します。 

 
１

 
2

 
3

 
3



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「単価自動計算」を選択します。 

ヒント！「単価自動計算」機能より、定価に対

する掛率や粗利率を設定し、原価や売価の自

動計算が可能です。 

②「単価自動計算」画面より、今回は「仕切

率」を「50％」、粗利率「20％」で入力します。 

「原価」、「売価」が自動計算されます。 

 

「施工費分類」の割り当てを行います。 

③「施工費分類」の空欄をクリックします。 

④「仕上の施工費分類」画面より、「IC：外装

壁」→「外装壁仕上(サイディング系)」を選択し

ます。 
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「部材マスタ」の部材情報欄へ部材

情報の登録を確認します。 

①今回登録しました外装部材の画

像を選択します。 

②内外装の外壁(タイプ1)に取り込

まれます。 

③「見積書」を選択します。 
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内訳明細の外装工事より、外壁(タイプ1)が選択した外装建材へ変更されたことを確認します。 

「仕様」・・・ 「グラナダMGイエローII /EJ582E/」   

「数量」・・・ 「１２２．０６㎡」    「売単価」・・・「４，５３３円」 
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↓ 

提案仕様書(外装)の印刷 

 

工事内訳画面より、「内外装」を選択 

します。 

 

「外装部材」画面より、「印刷」を選択します。 

選択した部材を提案プレゼン資料として印刷が可能です。 

「工事内訳」を選択します。 

 


